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■ 特集

IUMS 2011
国際微生物学連合2011会議が成功裏に終了

P05
■ 多文化交流

災害時に多言語で正しい情報を ほか

P08

■ 多文化交流

「ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo」
を開催します ほか

P10

■ コンベンション

「再び札幌でMICEを！」
韓国市場への働きかけ ほか



特
集

特
集

　IUMS2011の 参 加 者 に 対
し、市民ボランティアガイドに
よるテレビ塔、赤れんが、時計
台、狸小路などの観光名所を歩
いてめぐるツアーを実施しまし
た。今回は、4日間で214名が
参加する過去最大規模のシティ
ウォークツアーとなり、延べ
95名のボランティアが案内し
ました。
　シティウォークツアーは、徒
歩で市内をめぐることで街の様
子を知り、札幌滞在を快適なも
のにするばかりでなく、会議参加者と市民ボランティアとの交流
の場でもあります。ツアー中は、札幌の街に関する話のほか、参
加者の出身国や家族の話などで会話が弾む場面も多数見られまし
た。参加者から、地元市民の温かいおもてなしと札幌の魅力を知
る良いツアーであったというお礼の言葉が寄せられるなど大好評
でした。

　外国語ボランティアネッ
トワークの吉村会長は「今
回の市民ボランティアのお
もてなしで会議参加者の再
来訪につなげることが大事
であり、市民ボランティア
と し て 活 動 の 目 的 意 識 を
しっかり持つことが重要で
す。市民ボランティアの中
には、海外居住経験のある
方もたくさんいるので、そ
の経験を生かし、ツアーの
企画段階から携わることで
より一層充実したプログラ
ムにしていきたいと思いま
す」と語りました。

　また、ツアーで訪れた札幌テレビ塔の担当者は「改めてMICEが
観光分野にもたらす効果は大きいことを実感し、海外からのお客
様の来訪を通し、今後の受入体制を考える良い刺激になりました」
と話していました。
　国際プラザでは、
今後も、市民ボラン
ティアとともに、札
幌 の 温 か い お も て
な し の 心 を 大 切 に
して、誘致・支援活
動 に 取 り 組 ん で い
きます。

　IUMS2011の参加者
及び同伴者へのおもてな
しプログラムの一環とし
て、「着付」、「華道」、「茶
道」、「書道」の日本文化
体験プログラムを全15
回実施し、157名が参
加、延べ100名の市民
ボランティアが活動しま
した。
　着付体験実施時には、
色とりどりの着物に身を
包んだ参加者の姿が会場
に華を添え、拍手が沸き
起こる場面も見られまし
た。華道と書道の会場で
は、熱心に作品に取り組
む参加者の姿が目を引
き、自身の作品を写真に
収め、互いの作品につい
て話すなど、参加者同士
の交流の場にもなっていました。また、日本文化に強い関心を持
つ参加者も多く、市民ボランティアの話に熱心に耳を傾ける様子
が印象的でした。
　日本文化体験プログラムの参加者からは、会議終了後も日本の

伝統文化に触れる貴重
な経験であったという
声とともに、市民ボラ
ンティアのおもてなし
の心を感じたという感
謝の言葉が多数寄せら
れています。
　日本文化体験ボラ
ンティアの池上代表
は「参加者との交流を
楽しむことができ、言
葉が通じなくても身振
り手振りで心は十分通
じ合えると改めて感じ
ました。毎回、日本文
化体験に参加した人か
ら、札幌市民の温かい
おもてなしの心を高く
評価されるが、これは、

『札幌のカラー』として
誇れることですね」と
語りました。

過去最大のシティウォークツアー 多彩な日本文化体験に感激

　

会
期
中
、
メ
イ
ン
会

場
で
あ
る
札
幌
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
に
お
い
て
、
参
加
者

へ
の
お
も
て
な
し
の
一

環
と
し
て
、
参
加
者
登

録
の
サ
ポ
ー
ト
と
シ

テ
ィ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
デ
ス
ク
の
設
置
を
し
ま
し
た
。

　

延
べ
30
名
を
超
え
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
、
参
加
者
へ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

バ
ッ
ク
の
配
布
を
行
い
、シ
テ
ィ
・
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク
で
は
、
市
内
・
道
内
の

見
ど
こ
ろ
や
お
す
す
め
の
居
酒
屋
な
ど
の
情

報
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
希
望
や
相
談
に
き
め
細
や
か
に
対
応
し
、

デ
ス
ク
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、
み
な
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
札
幌
市
や
商
工
会
議
所
・
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る

“
札
幌
お
も
て
な
し
委
員
会
”が
、
期
間
を
合

わ
せ
て
実
施
し
た
“
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
お
も
て
な
し

月
間
”を
通
じ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
思

い
を
込
め
て
作
っ
た
折
り
紙
と
市
長
か
ら

の
ウ
ェ
ル
カ
ム
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
手
渡
し
ま

し
た
。
カ
エ
ル
や
バ

ラ
、
中
に
は
、
は
ん

に
ゃ
の
面
な
ど
、
一

枚
の
紙
か
ら
創
り
出

さ
れ
る
様
々
な
形
の

折
り
紙
の
精
密
さ
や

華
や
か
さ
に
、
受
け

取
っ
た
参
加
者
か
ら

は
、「
素
晴
ら
し
い
！

是
非
、
孫
に
持
っ
て

帰
り
た
い
。」な
ど
、
多

く
の
感
嘆
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
㈰
、
市
民
公
開
講
座
「
限

り
な
く
拡
が
る
微
生
物
の
世
界
」が
、
札

幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
、
２
5
０
名
を
超
え
る
市
民
と
、

約
50
名
の
学
会
関
係
者
が
参
加
し
、
会

場
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
ア
イ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
北

海
道
に
て
本
会
議
開
催
が
決
定
し
た
際

に
、
国
際
組
織
委
員
会
委
員
長
の
冨
田

房
男
氏
を
筆
頭
に
、“
微
生
物
は
目
に
見

え
な
い
が
、
私
達
の
生
活
に
深
く
関
係

し
て
い
る
身
近
な
存
在
で
あ
る
、
と
い

う
事
を
多
く
の
方
に
伝
え
た
い
”と
い
う

願
い
を
も
と
に
計
画
さ
れ
、
今
回
の
開

催
に
至
り
ま
し
た
。

　

広
渡
清
吾
日
本
学
術
会
議
会
長
の
挨
拶

を
皮
切
り
に
、
国
内
外
の
著
名
な
研
究
者

７
名
（
内
、
海
外
よ
り
２
名
）が
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
市
民
向
け
に
構
成
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、“
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
”、“
バ
イ
オ
テ
ロ

は
可
能
か
？
”、“
次
々
と
登
場
す
る
感
染

症
”
等
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
展
開
さ
れ
、

興
味
を
持
ち
や
す
く
、
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
内
容
で
し
た
。
英
語
で
の
講
義
の
際

は
、
同
時
通
訳
レ
シ
ー
バ
ー
を
使
用
し
、

参
加
者
は
各
講
義
を
熱
心
に
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。

講
義
の
後
に

は
質
疑
応
答

の
時
間
も
設

け
、
篠
田
純

男
岡
山
大
学

名
誉
教
授

の
閉
講
の
辞

で
、
成
功
裏

に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　

国
際
微
生
物
学
連
合

2
0
1
1
会
議（
I
U
M
S

2
0
1
1
）は
、
去
る
9
月

6
日
㈫
か
ら
16
日
㈮
ま
で

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
国

際
学
術
会
議
と
し
て
は
道

内
で
過
去
最
大
の
65
ヵ
国
・

地
域
4
，8
0
0
人
が
参
加

し
、
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。
同
会
議
は
、
3
年
に

一
度
開
か
れ
て
お
り
、
日

本
で
の
21
年
ぶ
り
の
開
催

は
、
天
皇
陛
下
が
記
念
式

典
に
ご
臨
席
さ
れ
る
栄
誉

あ
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

「
限
り
な
く
拡
が
る
微
生
物

の
世
界
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
微
生
物
や
細
菌
、
ウ
イ

ル
ス
に
関
す
る
3
，3
0
0

件
の
研
究
成
果
が
発
表
さ

れ
た
ほ
か
、
市
民
向
け
の
公

開
講
座
や
展
示
、
出
前
授
業

も
行
わ
れ
、
微
生
物
と
身
の

周
り
の
暮
ら
し
と
の
関
わ

り
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
彩
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、

2
0
0
5
年
の
日
本
へ
の

誘
致
の
段
階
か
ら
関
わ
り
、

札
幌
開
催
決
定
後
6
年
間

に
わ
た
り
、
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
実
施
な
ど
、
主

催
者
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
3
月
の
東
日
本
大

震
災
後
に
お
け
る
国
内
最

大
規
模
の
国
際
会
議
開
催

成
功
を
通
し
て
、
札
幌
・

北
海
道
の
安
全
性
や
市
民

の
あ
た
た
か
い
お
も
て
な

し
の
心
が
世
界
に
発
信
さ

れ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

︱
3
月
の
震
災
後
、
開
催
に
向
け
ご
尽
力

を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
？

　

正
直
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
日
本
の
組
織
委
員
長
と
し
て
、
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
数
度
掲

載
し
た
ほ
か
、
日
本
政
府
か
ら
の
安
全
性

に
関
す
る
レ
タ
ー
の
発
出
、
被
災
地
と
の

地
理
的
情
報
や
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
正
確
な

情
報
発
信
に
努
め
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、

私
ど
も
I
U
M
S
会
議
と
し
て
も
、
近
年

で
最
大
規
模
の
会
議
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

︱
札
幌
開
催
決
定
か
ら
の
6
年
間
、
ど
の
よ

う
な
想
い
で
準
備
に
臨
ま
れ
ま
し
た
か
？

　

会
議
開
催
が
決
ま
っ
た
と
き
か
ら
、

I
U
M
S
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
“
微
生
物

の
認
知
度
を
高
め
る
”た
め
に
、
や
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

3
年
前
に
は
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
微
生
物
に
関
す
る
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
。
市
民
を
対
象
と
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性
を
確
信
し
て
、

本
番
に
お
い
て
も
、
市
民
公
開
講
座
や
展

示
、
出
前
授
業
な
ど
を
多
彩
に
企
画
し
ま

し
た
。

　
「
市
民
公
開
講
座
」に
は
大
勢
の
市
民
で

会
場
が
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
と
な
り
、「
出
前

授
業
」で
は
、
小
学
生
が
時
間
が
足
り
な
く

な
る
ほ
ど
質
問
を
繰
り
返
す
ほ
ど
、
目
に
見

え
な
い
微
生
物
の
存
在
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。「
高

峰
・
北
里
展
示
」で
は
、
日
本
が
生
ん
だ
二

人
の
偉
人
の
業

績
を
市
民
向
け

に
初
め
て
公
開

し
ま
し
た
。
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、

I
U
M
S
に

と
っ
て
も
初
め

て
の
挑
戦
で
し

た
が
、
そ
の
重

要
性
が
あ
ら
た

め
て
認
識
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

︱
市
民
に
よ
る
お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
い
か
が
で
し
た
か
？

　

事
前
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
で
、
学

会
の
概
要
や
社
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
切
さ

を
説
明
し
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
熱
意
を
も
っ
て
協
力
し
て
く
だ
さ

り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
札
幌
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し
の
質
の
高

さ
は
、
比
類
が
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
参
加
者
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
礼
状

が
届
い
て
お
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
市
民

の
方
々
に
伝
え
た
い
。

︱
今
回
の
成
果
を
ど
う
生
か
さ
れ
ま
す

か
？

　

今
後
に
お
い
て
も
、「
出
前
授
業
」の
よ

う
に
、
研
究
者
が
現
場
に
足
を
運
び
、
好

奇
心
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
発
信
し
て
い
く

「
場
づ
く
り
」を
継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
。

そ
れ
が
、
I
U
M
S
を
開
催
し
て
く
れ
た

地
域
・
札
幌
へ
の
お
礼
の
気
持
ち
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
上
で
も
、
国
際
プ

ラ
ザ
の
役
割
に
大
き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

主
催
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

I
U
M
S
2
0
1
1
国
内
組
織
委
員
長

冨
田
房
男
氏（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

～
よ
う
こ
そ
、さ
っ
ぽ
ろ
へ
～

市
民
に
よ
る
お
も
て
な
し

市
民
公
開
講
座
に

3
0
0
名
が
参
加

　会期中、海外の専門家が
札幌市内の小中学校及び室
蘭市内の高校で微生物やウ
イルスについてわかりやす
く教える「出前授業」を行
いました。札幌市立伏見小
学校では、カナダ出身のシ
ンディー・ナカツ氏が「バクテリア『ボブ』の冒険」というタイト
ルで授業を行い、児童は英語で歓迎の言葉を述べ、「伏見よさ
こいソーラン」を踊って歓迎しました。
　シンディー氏は、土の中に住むバクテリアの「ボブ」が人間の
皮膚、リンゴ、牛の胃の中などを冒険するストーリーを通し、
バクテリアは目には見えなくてもどこにでもいるとても身近な
存在であることを児童に伝えました。授業に先立ち、バクテリ
アについて学習してきた児童は、積極的に質問をし、会場となっ
た体育館は熱気に包まれました。
　「（『ボブ』の冒険に登場した）酸素を作るバクテリアのように、
他にも自分で何か作ることのできるバクテリアはいますか？」
と質問した森茜さんは、「最初は微生物について理解できるか
心配したけれど、先生がとてもわかりやすくお話しして下さっ
たので、理科への関心がますます高まりました。」と、感想を述
べました。シンディー氏は子供たちの好奇心に感心し、「みんな
の中から将来必ず優秀な微生物学者になる人がいるでしょう」
と期待を寄せ、エールを送りました。

小学校	 9月6日㈫	 札幌市立伏見小学校6年生	 150名
	 9月7日㈬	 札幌市立平岸高台小学校6年生	 50名
	 タイトル「バクテリア『ボブ』の冒険」
	 講師：シンディー・ナカツ氏（カナダ）

中学校	 9月7日㈬	 札幌聖心女子学院中学校3年生	 30名
	 タイトル「高峰譲吉：アメリカバイオテクノロジーの父は日本人」
	 講師：ジョアン・ベネット氏（カナダ）

高　校	 9月15日㈭	 北海道立室蘭栄高等学校理数科1年生	 80名
	 タイトル「新旧ウイルスへの医学の挑戦」
	 講師：ハインツ・ツァイハート氏（ドイツ）

IUMS出前授業一覧

未来の微生物学者は君だ ～小中高校・出前授業～

IUMS 2011  道内で過去最大の国際学会
「国際微生物学連合2011会議」が成功裏に終了
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交
流

多
文
化

交
流

多
文
化

国
籍
や
民
族
等
の
異
な
る
人
々
が
互
い
の
文
化
的
な
違
い
を
認
め
合
い
、
共
に
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
多
文
化
共
生
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
を
受
け
た
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

防
災
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

市
民
団
体
や
自
治
体
な
ど
の
多
様
な
担
い
手
の
連

携
が
不
可
欠
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
場
と

し
て
昨
年
度
よ
り
開
催
し
て
い
る
の
が
、
多
文
化

共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

今
年
度
1
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
5
月
21

日
㈯
に
開
催
し
、
市
民
団
体
メ
ン
バ
ー
、
自
治
体

職
員
な
ど
、
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
大
阪
代
表
理
事

の
田
村
太
郎
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
多
文
化

共
生
に
お
け
る
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
情
報
発
信
の
目
的
と
い
う

基
本
的
な
考
え
方
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
作
り
方

や
外
国
人
住
民
へ
の
情
報
発
信
の
事
例
に
つ
い
て

等
、
有
意
義
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
か
ら
は
、
3
月
11
日
㈮
～
4
月
30

日
㈯
滋
賀
県
大
津
市
に
設
置
さ
れ
た
「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
て
活
動

し
た
職
員
よ
り
、
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
4
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
、
情
報
発
信
の
現
状
や
課
題
、
望
ま
れ
る
行
動

変
容
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、6
月
か
ら
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
団
体
間

で
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
よ
り

日
常
的
な
つ
な
が
り
、
情

報
交
換
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

3
月
11
日
の
地
震

発
生
直
後
、
N
P
O
法

人
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
全
国
協
議
会

は
、
外
国
人
被
災
者
ら

の
支
援
に
取
り
組
む
た

め
、
滋
賀
県
大
津
市
に

あ
る
全
国
市
町
村
国

際
文
化
研
修
所
内
に
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
は
全
国
の
国
際
交
流
協
会
や
N
P
O
の
ス

タ
ッ
フ
で
運
営
さ
れ
、
国
際
プ
ラ
ザ
か
ら
も
ス

タ
ッ
フ
を
1
名
派
遣
し
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
協
力

を
行
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
外

国
人
の
方
々
に
、
災
害
関
連
情
報
を
11
言
語
に
翻

訳
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
信
。
ま
た
、
6
言
語

に
よ
る
多
言
語
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
外
国

人
の
方
々
か
ら
の
電
話
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

4
月
末
日
で
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
活
動
を
終
了
し

ま
し
た
が
、
配
信
し
た
外
国
人
向
け
災
害
情
報
の

う
ち
、
今
後
の
災
害
時
に
も
有
用
な
も
の
を
一
般

化
し
た
「
多
言
語
災
害
情
報
文
例
集
」、
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
外
国
人
住
民
災
害
支
援
情
報
や
参

考
と
な
る
リ
ン
ク
を
掲
載
し
た
「
災
害
支
援
情
報
」

を
ご
覧
い
た
だ
け
る
サ
イ
ト
が
、
9
月
6
日
に
㈶

自
治
体
国
際
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

『
外
国
人
住
民
災
害
支
援
情
報
』

http://w
w

w
.clair.or.jp/tabunka/shinsai/

こ
の
夏
、
国
際
プ
ラ
ザ
の
会
議
室
に
元
気
な
子

ど
も
達
の
声
が
響
き
ま
し
た
。
8
月
2
日
㈫
、
5

日
㈮
、9
日
㈫
、12
日
㈮
の
計
4
日
間
、
多
言
語
・

多
文
化
を
背
景
に
持
つ
小
学
生
を
対
象
に
「
な
つ

や
す
み
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
、中
国
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
等
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
小
学
生
延
べ
29
名
が
参
加
し
ま
し

た
。各

日
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
6
名
の
サ
ポ
ー

ト
の
も
と
、
子
ど
も
達
は
国
語
や
算
数
な
ど
夏
休

み
の
宿
題
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
宿
題
の

後
は
、
か
る
た
や
五
十
音
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
等
で

楽
し
み
ま
し
た
。
両
親
が
外
国
人
の
子
ど
も
、
両

親
の
ど
ち
ら
か
が
外
国
人
の
子
ど
も
、
海
外
生
活

が
長
か
っ
た
子
ど
も
、
来
日
間
も
な
い
子
ど
も
な

ど
、
そ
の
背
景
は
様
々
で
す
が
、
み
ん
な
一
緒
に

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
日
本
人
小
学
生
も
参
加
。「
外
国

の
ゲ
ー
ム
で
あ
そ
ぼ
う
！
」で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
の
札
幌
市
国
際
交
流
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
の
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
ゲ
ー
ム
を
す
ぐ
に
覚
え
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
初
め
て
の
ゲ
ー
ム
で
楽
し

か
っ
た
。」「
ま
た
参
加
し
た

い
。」と
い
う
嬉
し
い
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
今
後

も
教
育
支
援
に
関
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

7
月
15
日
㈮
、
札
幌
市
子
ど
も
未
来
局
子
育
て

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
、
国
際
プ
ラ
ザ
の
共
催
に
よ

り
、
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
乳
児
室
に
お
い

て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
日
本
人
と
外
国
籍
の
保

護
者
の
交
流
会
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。 

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
を
初
め
て
利
用

す
る
参
加
者
の
方
々
に
は
、
早
め
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法
を
案
内
し
ま
し

た
。
交
流
会
に
は
外
国
籍
の
親
子
6
組
と
日
本
人

親
子
10
組
が
参
加
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な

英
語
で
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
日
本
語
と
英
語
に

よ
る
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
、

最
後
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
を
設
け
、
自
由
な

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

今
回
は
日
本
語
の
堪
能
な
外
国
籍
参
加
者
が

多
か
っ
た
た
め
、
外
国
語
が
苦
手
と
い
う
参
加
者

の
方
も
、
安
心
し
て
交
流
で
き
た
様
子
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
外

国
人
の
親
子
と
知
り

合
う
機
会
は
な
か
な

か
な
い
の
で
良
か
っ

た
。」「
ま
た
参
加
し

た
い
、
一
度
き
り
で

な
く
継
続
し
て
開
催

し
て
ほ
し
い
。」
等
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

8
月
21
日
㈰
、
2
0
1
1
年
札
幌
秧
歌
ま
つ

り
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
大
通
公
園
に

お
い
て
、
第
11
回
さ
っ
ぽ
ろ
秧
歌
（
ヤ
ン
ガ
ー
）

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

ヤ
ン
ガ
ー
と
は
中
国
農
村
部
の
田
植
え
踊

り
が
起
源
で
、
札
幌
で
は
中
国
帰
国
者
ら
が

2
0
0
1
年
か
ら
毎
年
、
祭
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
色
鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
踊
り
手
た

ち
は
、
太
鼓
や
ド
ラ
の
音
に
合
わ
せ
て
会
場
を

練
り
歩
き
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
秧
歌
踊
り
、
二

胡
の
演
奏
、
合
唱
、
太
極
剣
（
た
い
き
ょ
く
つ
る

ぎ
）等
を
披
露
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
タ
イ
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
出
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
な

踊
り
や
楽
器
演
奏
を
披
露
し
、
会
場
を
訪
れ
た

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
祭
り
の
最
後

に
は
参
加
者
や
観
客
が
一
緒
に
踊
り
、
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
道
内

に
避
難
し
て
い
る
「
み
ち
の
く
会
」の
方
々
も
訪

れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受
け
た
皆

さ
ん
へ
の
思
い

を
込
め
て
、「
頑

張
ろ
う
東
北
、

頑
張
ろ
う
み
ち

の
く
会
」の
横
断

幕
を
貼
り
、
会

場
で
受
け
付
け

た
募
金
を
、
日

本
赤
十
字
社
に

寄
付
し
ま
し
た
。

グループディスカッションの様子ウェブサイトでの多言語情報提供作業

子ども達を囲んで交流しました

フィナーレ

かるたは日本語の勉強にもなりました

多
文
化
共
生
に
お
け
る

情
報
発
信
を
考
え
る

～
多
文
化
共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

災
害
時
に
多
言
語
で

正
し
い
情
報
を

～
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
～

多
文
化
な
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
な
つ
や
す
み
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
～

子
育
て
で
国
際
交
流

〜
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
外
国
籍
と
日
本
人
の

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
交
流
会
〜

さ
っ
ぽ
ろ
ヤ
ン
ガ
ー
ま
つ
り

～
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
そ
う
～

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
札
幌
在
住
の
外
国
籍

市
民
へ
の
防
災
支
援
を
目
的
に
防
災
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
16
日
㈯
に
は
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
S
K
Y
、
北
海
道
大
学
と
協
力
し
、
来

札
し
た
ば
か
り
の
留
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災

セ
ン
タ
ー
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
6
ヵ
国
6
名
の
留
学
生
が
参
加
し
、
札
幌

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
、
地
震
、
消
火
、
煙

道
通
過
を
疑
似
体
験
し
、
災
害
時
の
正
し
い
行

動
を
学
び
ま
し
た
。

９
月
１
日
㈭
の
全
国
「
防
災
の
日
」に
は
札
幌

市
総
合
防
災
訓
練
に
22
名
の
外
国
籍
市
民
が
参

加
し
、
消
火
訓
練
、
A
E
D
訓
練
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。「
避
難
所
」訓
練
で
は
、
実
際
の
避

難
所
で
使
わ
れ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
間
仕
切
り

の
中
に
入
り
、
避
難
所
の
役
割
等
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
中
に
は
「
避
難
所
」が
ど
う
い
う
場

所
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
い
て
、「
大
変
勉

強
に
な
っ
た
。」

と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

東
日
本
大

震
災
の
影
響
も

あ
っ
た
た
め
か

参
加
者
の
防
災

へ
の
意
識
も
高

く
、
た
く
さ
ん

の
質
問
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

正
し
い
防
災
知
識
を

身
に
つ
け
よ
う
！

〜
防
災
ツ
ア
ー
〜

札幌に住む外国人住民や国際交流に関わる皆さんのインタビュー
をお届けしている「みんなのラジオ」。放送５年目をむかえる今年
度は、２０１１年７月１日㈮～２０１２年１月２７日㈮まで毎週金
曜日15：45〜15：55、計３０回の放送を行っています。

放送は毎月第1週英語、第2週中国語、第3週韓国語、第4週・第
5週は、その他の言語と、やさしい日本語で行っています。パーソ
ナリティーの谷口紗代さんと国際交流員を中心に、札幌に住む外国
人の皆さんの生の声を市内FM4局で結んでお届けしています。ま
た、プラザからの最新のイベント情報もお知らせしています。さら
に２４時間いつでも聴けるウェブ版も好評です。

国際プラザでは、東日本大震災における被災地の救援・復興支
援を目的に、国際プラザ交流サロンに募金箱を設置し、3月12
日㈯から4月30日㈯まで「東日本大震災募金」を実施いたしまし
た。多くの皆さまの温かいご厚志・ご協力により、募金額の総額は
98,000円にのぼり、お預かりした募金は「日本赤十字社」に寄付
いたしましたことをご報告申し上げます。

一日も早い被災地の復興を願うとともに、ご協力いただきました
皆さまに心より感謝いたします。ありがとうございました。

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
、
防
災
・
減
災
に
向

け
た
取
組
み
・
意
識
が
、
特
に
社
会
全
体
で
高
ま

る
な
か
、
国
際
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
も
、
災
害
発
生

時
に
市
民
の
安
全
確
保
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
①
災
害
発
生
時
に
も
業
務
が
継
続
で

き
る
よ
う
な
体
制
の
確
保
、
②
市
民
の
安
全
確
保

に
貢
献
す
る
活
動
、
の
2
点
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
市
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
す
る

活
動
」に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
と
の
連
携
の
も

と
、
被
災
し
た
外
国
籍
市
民
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
（
巡
回
活
動
等
）や
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
多
言
語
に
よ
る
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
す
る
こ
と
な
ど
、
言
語
や
文
化
・

風
習
の
壁
を
超
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
は
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
成
果
を
生
か
し
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
災
害

発
生
時
に
い
ち
早
く
安
全
を
確
保
し
、
安
心
し
た

暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
国
際
プ
ラ
ザ
の

対
応
に
つ
い
て

多言語FM放送「みんなのラジオ」

東日本大震災募金事業

札幌国際プラザhttp://www.plaza-sapporo.or.jp/citizen_j/radio/radio.html
または　サッポロウェブラジオhttp://www.sora43.jp/ 

避難所体験をする参加者たち
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交
流

多
文
化

交
流

多
文
化

交
流
サ
ロ
ン
は
、市
民
が“
世
界
と
つ
な
が
り
、世
界
を
結
ぶ
”広
場
で
す
。
国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、

日
本
人
市
民
、
外
国
籍
市
民
が
気
軽
に
出
会
い
、
交
流
す
る
た
め
の
場
づ
く
り
と

と
も
に
、
外
国
籍
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
支
援
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
ま
す

市
民
が
外
国
の
文
化
等
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
各
大
学
と
連
携
し
、

留
学
生
支
援
を
進
め
ま
す

3
月
28
日
㈪
、
国
際
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
レ
ッ

ツ
ト
ー
クE

nglish

学
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
学
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
は
、
普
段
の
レ
ッ

ツ
ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
参
加
が
難
し
い
学
生

の
皆
さ
ん
に
異
文
化
交
流
の
場
を
提
供
す
る
た

め
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
高
校
生
や
大
学
生
33
名
が
参
加
し
、
札

幌
在
住
の
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
方
や
A
L
T
の
方

12
名
と
一
緒
に
ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。
自
己

紹
介
、
学
校
生
活
、
将
来
の
夢
な
ど
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、ま
た
自
由
に
ト
ピ
ッ
ク
を
設
定
し
、グ
ル
ー

プ
替
え
を
し
な
が
ら
１
時
間
半
の
開
催
時
間
が
足

り
な
い
程
、
熱
心
に
英
語
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」「
ま

た
参
加
し
た
い
で
す
。」と
の
多
く
の
声
を
い
た
だ

き
、
日
本
人
・
外
国
人
双
方
に
と
っ
て
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
7
日
㈮
か

ら
12
日
㈬
の
６
日

間
、
昨
年
（
10
月
）

の
姉
妹
都
市
提
携

を
記
念
し
て
、
公

募
に
よ
る
市
民
訪

問
団
54
名
が
韓
国

の
大
田
（
テ
ジ
ョ

ン
）
広
域
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

札
幌
市
か
ら
は

市
民
訪
問
団
だ
け
で
な
く
、
上
田
市
長
を
は
じ

め
、
議
員
・
経
済
交
流
団
な
ど
総
勢
約
1
0
0

名
が
同
時
期
に
訪
問
。
地
元
の
お
祭
り
会
場
で

の
記
念
式
典
や
祝
賀
会
、
記
念
植
樹
な
ど
、
大

田
広
域
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
温
か

い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
訪
問
団
は
、
国
際
プ
ラ
ザ
の
姉
妹
提
携

団
体
で
あ
る
國
際
交
流
文
化
院
の
協
力
を
得
て
、

現
地
の
小
学
校

と
大
学
を
訪
問

し
、
生
徒
や
学

生
と
の
交
流
を

行
う
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
友

好
交
流
に
つ
な

げ
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
交
流
サ
ロ
ン
に
お
い
て
定

期
的
に
「
各
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。

3
月
29
日
㈫
に
は
「
第
35

回
韓
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。「
韓
国

の
こ
と
わ
ざ
」
を
テ
ー
マ

に
、
韓
国
出
身
の
札
幌
市
国

際
交
流
員
、
カ
ン
・
ミ
ン

ジ
ョ
ン
さ
ん
が
、
日
本
と

韓
国
の
こ
と
わ
ざ
を
比
較
し
な
が
ら
韓
国
の
人
々

の
考
え
方
、
昔
と
今
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。
選
択
式
の
ク
イ
ズ
を
出
し
な
が
ら
、

と
き
に
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
参
加
者
に
も
好
評
で
、「
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
だ
っ
た
」「
韓
国
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

思
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

7
月
25
日
㈪
に
は
「
第
30
回
ロ
シ
ア
を
知
る
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、ロ
シ
ア
出
身
の
国
際
交
流
員
、

イ
リ
ー
ナ
・
シ
ュ
ク
リ
ナ
さ
ん
が
、「
ロ
シ
ア
の
七

不
思
議
」に
つ
い

て
、
写
真
や
映
像

を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
ま
し
た
。
当

日
は
70
名
の
参
加

者
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
講
演
後
も
積

極
的
に
質
問
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
７
月
末
で
国

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ア
メ
リ
カ
文
化

等
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
恒
例
と
な
っ
た
D
V
D
上
映

会
や
、
読
書
会
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
絵
本
読
み
聞

か
せ
の
ほ
か
、
８
月
６
日
㈯
に
は
夏
休
み
企
画
と

し
て
大
統
領
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
学
校
4
～
6
年
生
の
子
ど
も
達
７
名

が
、
在
札
幌
米
国
総
領
事
館
の
ジ
ョ
ン
・
テ
イ
ラ
ー

領
事
た
ち
と
一
緒
に
、
福
笑
い
や
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最

初
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ
た
子
供
た
ち
も
次
第
に

仲
良
く
な
り
、
顔
の
パ
ー
ツ
な
ど
必
要
な
英
単
語

も
す
ぐ
に
覚
え
て
、
協
力
し
な
が
ら
福
笑
い
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
で
は
、
積
極
的
に

質
問
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
た

い
」「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
こ
と
を
学
べ
て
よ
か
っ

た
」な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
に
は
、
領
事
た
ち

と
一
緒
に
写
真
を

撮
っ
た
り
、
英
会
話

を
楽
し
ん
だ
り
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
夏

休
み
の
良
い
思
い

出
の
一
つ
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

7
月
15
日
㈮
、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
に

お
い
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
2
0
1
1
参
加

事
業
「
5
ヵ
国
の
お
ば
け
を
楽
し
も
う
」を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
札
幌
市
の
姉
妹
都
市
が
あ
る
ロ
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、
韓
国
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
5
か
国
の
お

ば
け
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
25
名
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が

参
加
。
ロ
シ
ア
の
ア
ニ
メ
、
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム

童
話
の
読
み
聞
か
せ
、
韓
国
の
お
ば
け
の
歌
、

中
国
の
西
遊
記
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
、
様
々
な
外
国
の
お
ば
け
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
様
な
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
増
や
し
、
子
ど
も
た
ち
が
国
際
交
流
を
楽

し
め
る
場
を
提

供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ぜ
ひ
広

報
さ
っ
ぽ
ろ
、

国
際
プ
ラ
ザ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
来
年
も

お
楽
し
み
に
！

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
地
域
で
気
軽
に
参
加
で

き
る
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
外
国

人
と
地
域
住
民
の
繋
が
り
を
作
る
よ
う
な
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

6
月
21
日
㈫
に
は
、
北
海
道
大
学
国
際
本
部
、

外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
共
催
で
、

日
本
の
文
化
に
深
く
根
差
し
た
「
味
噌
」を
、
味

噌
汁
や
味
噌
デ
ィ
ッ
プ
な
ど
の
試
食
を
交
え
て

紹
介
。
約
50
名
の
留
学
生
が
参
加
し
、
味
噌
や

日
本
の
調
味
料
を
味
わ
い
ま
し
た
。

7
月
30
日
㈯
は
「
日
本
の
夏
祭
り
」を
テ
ー
マ

に
、
幌
北
連
合
町
内
会
、
幌
北
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

実
行
委
員
会
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
協
力
で
開
催
、
12
名
の
留
学
生
は
浴
衣
や
ハ
ッ

ピ
を
着
て
、
幌
北
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
に
参
加
し
、

地
域
の
人
と
一
緒
に
盆
踊
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
日
本
人
に
と
っ

て
は
身
近
で
あ
り
外
国
人
に
と
っ
て
は
新
鮮
な

文
化
を
話
題
に
、
自
然
な
会
話
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
留
学

生
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
通

し
て
日
本
文
化
へ
の

理
解
と
親
し
み
を
深

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一
員
と
し
て
今
後

も
積
極
的
に
地
域
行

事
に
関
わ
り
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

レ
ッ
ツ
ト
ー
クE

nglish

学
生
ス
ペ
シ
ャ
ル

新
た
な
交
流
が
始
ま
る

〜「
韓
国 

大
田
・
市
民
訪
問
の
旅
」〜

「
各
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー

〜
大
統
領
っ
て
ど
ん
な
人
？
〜

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
１
参
加
事
業

「
５
か
国
の
お
ば
け
を
楽
し
も
う
」

日
本
を
知
ろ
う
、

　

地
域
と
繫
が
ろ
う

～
留
学
生
支
援
事
業
～

札
幌
圏
の
大
学
・
短
期
大
学
が
国
際
交
流
等

に
関
す
る
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
１
９
８
９

年
に
設
立
し
た
札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
現
在
23
の
大
学
お
よ
び
短
期
大
学
が

会
員
校
と
な
っ
て
お
り
、
事
務
局
を
国
際
プ
ラ

ザ
に
置
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
総

会
を
5
月
20
日
㈮
に
開
催
し
、
決
算
報
告
や
予

算
案
の
他
、
各
大
学
と
の
共
催
事
業
の
活
発
化

を
目
指
す
た
め
の
規
程
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

44
名
が
参
加
。「
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
大

学
職
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」を
テ
ー
マ
に
多
文
化

共
生
セ
ン
タ
ー
大
阪
の
代
表
理
事 

田
村
太
郎
さ

ん
よ
り
、
３
月
の
東
日
本
大
震
災
時
の
対
応
を

交
え
な
が
ら
、
災
害
時
の
留
学
生
支
援
の
ポ
イ

ン
ト
や
、
多
文
化
共
生
時
代
の
大
学
の
役
割
に

つ
い
て
示
唆
に
富
む
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

札
幌
圏
大
学
国
際
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム

～
総
会
・
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
～

際
交
流
員
を
離
任
し
た
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
、
最
後

の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
30
日
㈯
、
国
際
プ
ラ
ザ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

セ
ン
タ
ー
北
海
道
事
務
所
と
の
共
催
に
よ
り
、
初

め
て
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

し
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）所

長
の
ヘ
イ
ッ
キ
・
マ
キ
パ
ー
博
士
を
講
師
に
お
迎

え
し
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
光
」を
テ
ー
マ
に
オ
ー

ロ
ラ
や
白
夜
な
ど
、
自
然
の
光
に
ま
つ
わ
る
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
広
報
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
関
わ
り
の
あ
る
、
イ

ル
ム
ス
札
幌
、
㈱
日
本
旅
行
北
海
道
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
北
海
道
㈱
の
3
社
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
定
員

を
超
え
る
80
名
の
市
民
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
講
演
後
は
、
政
治
・
教
育
・
料
理
・

デ
ザ
イ
ン
な
ど
幅
広
い
分
野
に
関
す
る
質
問
が
出

さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。

8
月
25
日
㈭
に
は
「
ア
メ
リ
カ
を
知
る
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
。
ア
メ
リ
カ
出
身
の
国
際
交
流
員
、

ハ
イ
デ
ィ
・
フ
ェ
ル
ダ
ー
さ
ん
に
と
っ
て
、
交
流

員
着
任
後
、
初
め
て
行
う
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。「
ア
メ
リ
カ
を
車
で
横
断
し
よ
う
！
」を
テ
ー

マ
に
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
や

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
を
、
動
画
も
交
え

な
が
ら
紹
介
し
ま
し

た
。
ハ
イ
デ
ィ
さ
ん

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
説
明
に
、
約
50
名

の
参
加
者
の
笑
い
声

が
聞
こ
え
る
和
や
か

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

英会話を楽しむ学生たち

校庭で小学生と交流する参加者

忠南大の学生と韓国を知るセミナー

ロシアを知るセミナー

フィンランドを知るセミナー

スタッフセミナーの様子

オリジナルうちわ作りにも挑戦 ビンゴを楽しむ様子福笑いで遊ぶ子どもたち

67



交
流

多
文
化

コンベンショ
ン

札
幌
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市
と
よ
り
一
層
の
友
好
を
深
め
る
た
め
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

ドイツでは中世・近
代時代から、クリスマ
スに近づくとほとんど
の町で市場が開かれて
きました。寒い冬にな
ると、その市場でブー
ツ・温かい服等の生活
に必要なものを販売し
ました。数百年の時を
経て、現代のドイツで
はデパートやスーパー
マーケットで生活用品
を買うようになり、ク
リスマス市では主に飾
り物と美味しい食べ物

や飲み物を販売しています。ドイツで有名なニュルン
ベルク、ドレスデンやミュンヘンのクリスマス市には
ドイツ国内や海外からの観光客も多く、それぞれの町
の恒例イベントの一つとなっています。

日本にはクリスマス市の伝統はありませんが、札幌

の「ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo」は今年で
すでに10回目の開催を迎えます。2002年にミュン
ヘンとの姉妹都市提携30周年を記念して始まったイ
ベントで、毎年大通公園2丁目でドイツをはじめとす
る海外および地元の出店者によるクリスマスグッズ、
グリューワイン、ソーセージやローストアーモンドな
どの飲食品を販売します。今年の開催期間は11月25
日㈮～ 12月24日㈯の
30日間で、今までで一
番長いクリスマス市に
なります。会場ではこ
れまで同様さまざまな
イベントを計画してい
ますが、今年は、地下
歩行空間でもクリスマ
ス市の雰囲気を味わ
うことができますの
で、皆様のお越しを
お待ちしております。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
国

際
会
議
に
対
し
、
様
々
な
開
催
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
同
伴
者
向
け
の
お
も

て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

9
月
5
日
㈪
か
ら
9
日
㈮
ま
で
42
ヵ
国
、
約

1
0
0
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
国
際
長
期

生
態
学
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
I
L
T
E
R
）年

次
会
議
2
0
1
1
で
は
、
同
伴
者
向
け
に
華
道

体
験
と
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。
華
道
体
験
に
参
加
し
た
方
か
ら
は
、
花

の
名
前
や
華
道
の
基
本
ル
ー
ル
に
関
す
る
熱
心

な
質
問
が
上
が
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
好

評
で
し
た
。

ま
た
、
9
月
6
日
㈫
か
ら
は
、V

iscosity 
Solution M

ethods for A
sym

ptotic

が
北

海
道
大
学
に
て
開
催
さ
れ
、
赤
れ
ん
が
、
大
通

公
園
、
千
歳
鶴
酒
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を
め
ぐ

る
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
温
か
い
お
も
て

な
し
と
交
流
が
、
札
幌
で
の
滞
在
を
思
い
出
深

い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
際
会
議
誘

致
成
功
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
支
援
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
2
0
1
4
年
の
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
球
科

学
学
会
（
A
O
G
S
）の
年
次
大
会
の
札
幌
開
催
に

向
け
、
誘
致
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
去
る

9
月
8
日
㈭
に
正
式
に
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

同
会
議
に
は
、
約
40
ヵ
国
・
地
域
、
3
，0
0
0
名

の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
震
、
惑
星
科
学
、

海
洋
科
学
な
ど
、
地
球
科
学
に
関
係
し
た
多
岐
に

わ
た
る
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

札
幌
開
催
の
決
定
に
あ
た
り
、
9
月
14
日
㈬
に

同
学
会
の
事
務
局
長
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立

大
学
教
授
ヒ
ジ
ッ
ト
氏
が
来
札
し
、
生
島
典
明
副

市
長
に
開
催
決
定
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
ヒ
ジ
ッ

ト
氏
は
、
同
学
会
は
、
市
民
向
け
公
開
講
座
や
地

元
学
校
へ
出
向
い
て
実
施
す
る
出
前
授
業
な
ど
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
積
極
的
で
あ
り
、

札
幌
開
催
の
際
に
も
ぜ
ひ
、
実
現
し
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
国
際
微
生
物
学
連
合

2
0
1
1
会
議
の
開
催
経
験
を
生
か
し
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
開
催
成
功
の
一
助
と
な
る
た

め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

タ
ー
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
盛
り
込
ん
だ
M
I
C
E
を

紹
介
す
る
す
ご
ろ
く
「
ダ
イ
ス 

d
e 

マ
イ
ス
」、

M
I
C
E
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
簡
単
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
「
ク
イ
ズ 
d
e 

マ
イ
ス
」な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
期
間
中
約
3
，5
0
0
名
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は「
今

後
、
自
分
も
M
I
C
E
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。」

「
M
I
C
E
が
札
幌
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
わ
か
っ
た
。」と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
国
際
微
生
物
学

連
合
2
0
1
1
会
議
の
歓
迎
バ
ナ
ー
を
設
け
、
市

民
公
開
講
座
の
P
R
を
行
っ
た
り
、シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー

ク
ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス
の
一
部
と
し
て
参
加
者
に
記

念
品
を
渡
す
な
ど
、
会
議
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に

も
貢
献
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
国
際
プ
ラ
ザ
の
こ
れ
ま

で
の
20
年
間
の
M
I
C
E
へ
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か

ら
の
20
年
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
よ
う
に
人

が
集
ま
る

M
I
C
E
を

益
々
推
進
す

る
こ
と
で
、

雪
の
結
晶
の

よ
う
な
成
果

を
結
ん
で
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
設
立
20
周
年
を
記
念
し
、

M
I
C
E
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
9
月
1
日
㈭
か
ら
15
日
㈭
ま
で
札

幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間
に
お
い
て
「
よ
う
こ
そ

＂さ
っ
ぽ
ろ
M
I
C
E＂
大
作
戦
」と
い
う
テ
ー
マ
で

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
9
月
2
日
㈮
に
は
「
さ
っ

ぽ
ろ
M
I
C
E
」
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
除

幕
式
を
行
い
、
札

幌

の
M
I
C
E
を

支
え
て
き
た
民
間

企
業
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
見
守
る

中
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
は
、
人
々

が
集
い
、
輪
（
和
）

に
な
っ
て
雪
の
結

晶
（
成
果
）を
つ
く

る
と
い
う
「
さ
っ
ぽ

ろ
M
I
C
E
」
の
魅

力
を
表
現
し
て
い

ま
す
。

こ
の
展
示
で
は
、

札
幌
の
M
I
C
E

の
魅
力
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
を
設
置

し
た
ほ
か
、
国
際
プ

ラ
ザ
学
生
サ
ポ
ー

「
よ
う
こ
そ“
さ
っ
ぽ
ろ
M
I
C
E
”

大
作
戦
」＆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
発
表
！

国
際
会
議
開
催
支
援
続
々
と

〜ILTER Annual Meetings 2011 & Viscosity 
Solution Methods for Asymptotic

〜

３
千
名
の
大
型
国
際
会
議
の

札
幌
開
催
決
定

～
2
0
1
4
年
A
O
G
S
～

「さっぽろ MICE」ロゴマーク除幕式。上田理事長（左）が手にしているのがロゴマーク

地下歩行空間で市民に“MICE”を PR

華道体験プログラムで初めて生け花に挑戦する参加者

札
幌
姉
妹
都
市
協
会
、
札
幌
圏
大
学
国
際
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
共
催
に
て
8
月
15
日
㈪
～

8
月
27
日
㈯
の
日
程
で
、
札
幌
市
の
友
好
都
市
で

あ
る
中
国
・
瀋
陽
市
に
札
幌
圏
の
6
大
学
10
名
の

大
学
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
年
度
で
6
回
目

と
な
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
語
学
だ
け
で
な

く
歴
史
や
文
化
の
学
習
、
交
流
を
通
じ
て
、
両

国
の
関
係
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
今
後
の
両
国
・

両
都
市
間
の
発
展
と
交
流
の
た
め
に
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
、
遼
寧
大
学
で
の
語
学
講
座
、
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
、
瀋
陽
故
宮
や
九
・
一
八
歴
史
博
物

館
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
日
本
語
を
学
ぶ
中
国

人
学
生
と
の
交
流
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め
て
の
取
組
み
と
し
て
瀋
陽
市
人

民
政
府
外
事
弁
公
室
、
在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事

館
、
北
海
道
銀
行
瀋
陽
駐
在
員
事
務
所
で
イ
ン

タ
ー
ン
を
行
い
、
両
国
を
つ
な
ぐ
多
様
な
業
務

を
体
験
。
ま
た
、
日
本
政
府
無
償
資
金
協
力
で

建
設
さ
れ
た
撫
順
市
郊
外
の
小
中
学
校
を
訪
問

し
、
生
徒
た
ち
と

の
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

中
国
の
長
い
歴

史
と
現
在
の
目
覚

ま
し
い
発
展
、
日

本
と
の
深
い
関
わ

り
を
実
感
す
る
充

実
し
た
13
日
間
に

な
り
ま
し
た
。　

7
月
10
日
㈰
に
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
と
の
共
催

で
、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
札
幌

の
姉
妹
都
市
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
在
住
の
レ
ベ
ッ
カ
・
ラ

ス
ト
氏
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ー
デ
ル
マ
ン
氏

に
よ
る
チ
ェ
ロ
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
約
80
名
の
参
加

者
の
皆
さ
ん
が
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
中
で

も
、「
鳥
の
歌
」の
演
奏
の
際
に
は
、
作
曲
者
パ
ブ

ロ
・
カ
ザ
ル
ス
の
平
和
へ
の
思
い
と
、
演
奏
者
の

震
災
被
災
者
追
悼
の
思
い
も
紹
介
さ
れ
、
深
い
感

動
を
誘
い
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
や
被
災
地
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
参
加

者
か
ら
の
募
金
と
、
ご
夫
妻
か
ら
の
書
籍
・
Ｃ
Ｄ

の
売
り
上
げ
の
一
部 

計
６
１
，5
5
4
円
を
日
本

赤
十
字
社
札
幌
市
地
区
本
部
へ
寄
付
い
た
し
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

“G
a
n
b
a
re N

ip
p
o
n

”

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
友
を
迎
え
た
室
内
楽
」

～
東
日
本
大
震
災
追
悼
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
～

当
日
の
演
奏
曲　

J
．B
．
ル
イ
エ
：
組
曲
、

W
．A
．モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
ソ
ナ
タ 

変
ロ
長
調

Ｋ
V
2
9
2
、パ
ブ
ロ
・
カ
ザ
ル
ス
：
鳥
の
歌
、L
．

ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
：
ソ
ナ
タ 

ハ
長
調
、
日
本
の
う
た

両
都
市
の

か
け
は
し
と
な
る
人
材
に

～
大
学
生
中
国
文
化
・
語
学
研
修
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
1
～

第10回「ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo」
を開催します。

昨年のクリスマス市

演奏に魅了されました

サインを快く応じるお二人

子どもたちとの交流（撫順市）

今年のポスター
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コンベンショ
ン

コンベンショ
ン

去
る
7
月
22
日
㈮
、
札
幌
市
は
、
倶
知
安
町
・

ニ
セ
コ
町
と
、「
M
I
C
E
に
お
け
る
連
携
・
協

力
に
つ
い
て
の
覚
書
」を
交
わ
し
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
以
前
か
ら
倶
知
安
町
・

ニ
セ
コ
町
の
企
業
や
団
体
と
協
働
で
、
同
エ
リ

ア
の
持
つ
豊
富
な
自
然
や
充
実
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
施
設
等
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
（
そ
こ

に
し
か
な
い
特
別
感
を
味
わ
え
る
場
所
・
会
場
）

と
し
て
活
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

を
開
発
す
る
な
ど
、
沢
山
の
M
I
C
E
参
加
者

へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
創
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

札
幌
に
と
っ
て
は
、
本
年
３
月
に
締
結
さ
れ

た
小
樽
と
の
覚
書
に
続
き
、
二
つ
目
の
M
I
C
E

に
関
す
る
広
域
連
携
の
輪
が
広
が
り
、
３
地
域

で
の
緊
密
な
情
報
交
換
や
人
的
交
流
を
進
め
る

な
ど
、
M
I
C
E
の
誘
致
に
欠
か
せ
な
い
受
入

基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
は
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
小
樽
と

の
広
域
で
の
連
携
を
面
的
に
推
進
し
な
が
ら
深

め
て
行
き
、
よ
り
多
く
の
集
客
を
目
指
し
て
い
く

予
定
で
す
。
年
内
に
は
３
つ
の
エ
リ
ア
を
中
心

と
し
た
「
ユ
ニ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ガ
イ
ド
」を
と
り

ま
と
め
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
と
の
連
携
で
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
を
強
化

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
８
月
12
日
㈮
よ
り
３
週

間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）

地
域
別
研
修
「
南
東
欧
地
域
・
自
然
環
境
保
全
に

配
慮
し
た
観
光
計
画
・
振
興
」コ
ー
ス
の
実
施
受

入
を
行
い
、２
ヵ
国
（
セ
ル
ビ
ア
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
）

か
ら
２
名
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

研
修
参
加
対
象
国
で
あ
る
南
東
欧
地
域
で
は
、

観
光
が
有
望
な
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
持
続
的

な
経
済
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
コ
ー
ス

は
、
観
光
分
野
に
携
わ
る
行
政
官
を
対
象
に
し
、

豊
富
な
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
観
光
計

画
・
振
興
策
の
策
定
能
力
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

札
幌
国
際
大
学
観
光
学
部
・
市
岡
浩
子
教
授

を
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
に
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能
な
観
光
振
興
）」を
主

要
テ
ー
マ
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
し
、
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
道
内
外
か
ら
様
々
な
立

場
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
行
政
が
担
う
べ
き
役

割
や
、
民
間
団
体
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
コ
ー
ス
３
週
目
に
設
け
ら
れ
た
実

地
研
修
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
知
床
を
訪
れ
、
官
民
協
働
で
の
持
続
可
能

な
観
光
計
画
・
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
視
察
し
、

座
学
で
得
た
知
識
を
定
着
さ
せ
る
の
に
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
で
３
年
コ
ー
ス
は
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

過
年
度
も
含
め
た
全
研
修
員
が
、
研
修
を
通
し
て

得
た
知
識
や
経
験
を
自
国
に
て
普
及
し
、
活
躍
す

る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
国

際
プ
ラ
ザ
は
、

今
後
も
国
際
協

力
推
進
、
札
幌

の
知
名
度
向
上

へ
向
け
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
コ
ー
ス
受

入
事
業
等
に
協

力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
環
境
配
慮
型
の
会
議
運
営
に
対
す
る
主
催

者
や
会
議
参
加
者
へ
の
意
識
喚
起
を
目
的
に
、
グ

リ
ー
ン
M
I
C
E
（
環
境
に
配
慮
し
た
会
議
運
営
）

を
推
進
し
、
主
催
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
推
進
活
動
を
一
層
強
化
す
る
た
め
札
幌
市

に
よ
る
新
た
な
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
札
幌

市
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E
推
進
奨
励
」制
度
は
、
札

幌
市
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
会
議
運
営
を
実
施
す

る
会
議
に
対
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
奨
励
す
る
も

の
で
す
。「
札
幌
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E

の
取
り
組
み
項
目
リ
ス
ト
」に
あ
る
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
を
一
定
数
以
上
実
施
す
る
と
札
幌

市
よ
り
、「
札
幌
市
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E
推
進
奨

励
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ

・C
B
で
は
、
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E

に
お
け
る
先
駆
的
取
り
組
み
を
進
め
、
札
幌
の
誘

致
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た

会
議
運
営
の
推
進

～「
札
幌
市
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E
推
進
奨
励
」制
度
開
始
～

J
I
C
A
地
域
別
研
修

～
セ
ル
ビ
ア
、マ
ケ
ド
ニ
ア
よ
り

研
修
員
が
参
加
～

国際プラザ・コンベンションビューローでは、
札幌市内で開催が予定されている主なコンベ
ンションで、主催者側から公表が許可されてい
るもののみ、ホームページ上の「コンベンショ
ンカレンダー」にて公開しております。コンベ
ンションカレンダーは半期に一度更新をおこ
なっており、約 1 年先までの開催情報だけで
はなく、既に開催された過去の情報も提供して
おりますので、ご活用ください。

http://www.conventionsapporo.jp/
j/meeting/calendar/calendar.html

国際コンベンション
2011 年
11 月

17th Small Engine Technology Conference(SETC2011) （250 名） 

2012 年
2 月

The Third Asia-Pacific Conference on FRP in Structures(APFIS2012) （300 名） 

コンベンションカレンダー

国内コンベンション
2011 年
11 月

創造都市さっぽろシンポジウム （200 名） 

11 月 市民公開・能楽特別講演会 （200 名） 

2012 年
2 月

日本産業動物獣医学会 （150 名） 

2 月 平成 23 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 （2000 名） 

3 月 第 62 回日本木材学会大会 （500 名） 

3 月 日本薬学会年会 （9000 名） 

東
日
本
大
震
災

以
降
、
韓
国
か
ら

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
ツ
ア
ー
が
相
次

い
で
中
止
に
な
っ

た
中
、
国
際
プ
ラ

ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で

は
、
風
評
被
害
を

払
し
ょ
く
し
、
再

び
札
幌
を
訪
問
し

て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
一
弾
と
し
て
、
6
月
29
㈬
、
30
日
㈭
に
ソ
ウ

ル
で
行
わ
れ
た
「K

O
R
E
A

　

M
IC

E
 E

X
PO

 
2011

」（
以
下
、
K
M
E
）に
N
P
O
法
人
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
札
幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
加
盟
企
業
3

社
と
共
同
で
出
展
し
、
官
民
を
挙
げ
て
札
幌
の
安

全
性
と
M
I
C
E
適
地
で
あ
る
こ
と
を
一
人
一
人

の
バ
イ
ヤ
ー
に

強
く
訴
え
か
け

ま
し
た
。
ま
た
、

期
間
中
、
大
田

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、

札
幌
市
と
共

同
で
P
R
イ
ベ

ン
ト
「H

appy 
H

our

」を
行
い
、

「
お
も
て
な
し

M
I
C
E
」と
い

う
テ
ー
マ
で
札
幌
独
自
の
取
り
組
み
を
海
外
の
有

力
バ
イ
ヤ
ー
に
紹
介
し
ま
し
た
。
第
二
弾
と
し
て
、

7
月
上
旬
に
韓
国
の
大
手
保
険
会
社
及
び
旅
行
会

社
等
5
社
を
直
接
訪
問
し
、
札
幌
で
の
開
催
が
中

止
に
な
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
再
度
札

幌
で
開
催
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。

第
三
弾
と
し
て
、
7
月
21
日
㈭
か
ら
24
日
㈰
ま
で

行
わ
れ
た
観
光
庁
主
催
の
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
緊

急
対
応
事
業
「
韓
国
M
I
C
E
関
係
者
北
海
道
視

察
」に
企
画
の
段
階
か
ら
関
わ
り
、
同
行
し
な
が
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
安
全
な
札
幌
・
北

海
道
で
開
催
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
の
魅

力
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
視
察
で
は
、
今
年
3
月
に
札
幌
市
と

「
M
I
C
E
に
お
け
る
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
の
覚

書
」を
交
わ
し
た
小
樽
市
を
は
じ
め
、
各
自
治
体
や

地
元
企
業
が
一
丸
と
な
り
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー

や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
提
案
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
早
く
札
幌
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を

開
催
し
た
い
」と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
視
察

に
参
加
し
た
企
業
の
う
ち
一
社
が
、
10
月
に
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
を
札
幌
で

開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
も
引

き
続
き
官
民
で

協
働
し
、
近
郊

都
市
と
連
携
す

る
こ
と
で
韓
国

市
場
向
け
の
誘

致
活
動
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

中
国
で
は
、
近
年
の
著
し
い
経
済
成
長
に
伴

い
、
中
国
の
国
内
企
業
や
外
資
系
企
業
の
中
で

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
研
修
旅
行
・
報
奨

旅
行
）の
企
画
・
実
施
件
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
日
本
や
世
界
各
国
に
お
い
て
、

中
国
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
は
じ

め
と
す
る
M
I
C
E
の
誘
致
に
向
け
た
競
争
が

激
化
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
札
幌
と
そ
の

周
辺
の
自
治
体
や
民
間
企
業
・
団
体
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
誘
致
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
8
月
10
日
㈬
に
「
中
国

M
I
C
E
の
開
拓
に
か
か
る
意
見
交
換
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
に
は
、
札
幌
・
小
樽
・
倶

知
安
・
ニ
セ
コ
の
各
自
治
体
職
員
の
ほ
か
、
旅

行
代
理
店
や
ホ
テ
ル
関
係
者
が
集
ま
り
、
現
在

の
取
り
組
み
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
屋
内
や
冬
季
以
外

の
体
験
型
観

光
資
源
を
増

や
し
て
、
天

候
や
季
節
に

左
右
さ
れ
な

い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が

大
切
だ
。」
な

ど
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
中
国
か
ら
の
M
I
C
E
誘
致
を
強
化
す
る

た
め
、
8
月
30
日
㈫
～
9
月
1
日
㈭
に
中
国
北
京

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
と
国
際
会
議
の
専
門
見
本
市
（
C
I
B
T
M
）

2
0
1
1
」に
出
展
し
ま
し
た
。

今
回
の
C
I
B
T
M
に
は
、
世
界
各
国
・
地
域

か
ら
約
4
0
0
企
業
・
団
体
等
が
出
展
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
や
企
業
関
係
者
、
国
際
会
議
の
主
催
者
な

ど
約
3
0
0
の
企
業
・
団
体
の
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加

し
、
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
や
そ
の
後
の
原
発
事
故
問
題
の

影
響
に
よ
り
、
M
I
C
E
の
誘
致
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
も
札
幌

ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
が
商
談
に
訪
れ
、

中
国
に
お
け
る
北
海
道
に
対
す
る
人
気
の
高
さ
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
帰
国

後
も
バ
イ
ヤ
ー
た
ち

と
の
連
絡
は
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
も
積
極

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
M
I
C
E

の
誘
致
に
つ
な
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
再
び
札
幌
で
M
I
C
E
を
！
」

韓
国
市
場
へ
の
働
き
か
け

「
オ
ー
ル
札
幌
」で
中
国
市
場
の

開
拓
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を

～
中
国
M
I
C
E
市
場
の
開
拓
に
か
か
る
意
見
交
換
会
～

「
M
I
C
E
都
市
さ
っ
ぽ
ろ
」の

魅
力
を
P
R
！

～
C
I
B
T
M
2
0
1
1
出
展
～

世界中から訪れるバイヤーとの商談（KME）

JAPAN ブース揃いの法被で PR 30 名が参加した第 1 回意見交換会

小樽で「すし握り体験」をする韓国 MICE 関係者

覚書を交換（ニセコにて）

熱心に講義に耳を傾ける研修員たち

大田コンベンションビューローとの共同 PR（KME）
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Information インフォメーション

ダージャーハオ（こんにちは）

初めまして、4月に中国の上海から参りました国際交流員の賀小雲と申します。上海の華東師
範大学日本語学科で四年間日本語を専攻しました。

札幌は豊平川、藻岩山や三角山など豊かな自然、国際感覚を持った親切な市民の方々に恵ま
れており、とても住みやすい都市だと思います。また、北海道には美味しいものがいっぱいある
と聞いており、グルメに目のない私には体重管理はたいへんではないかと思っていながら、道産
のお米、牛肉、野菜、ソフトクリーム、スイーツなど思う存分に楽しんでいます。ダイエットはい
ざというときにまた頑張ります。(笑)

趣味としては、バドミントン、サイクリング、山登りが大好きです。みなさん、登ってほしい山、
食べてほしい美味しいものの情報がありましたら、ぜひ気軽に教えてください。一緒に美景とグ
ルメめぐりを楽しみましょう。

賀小雲（ガ ショウウン）さん

はじめまして
はじめまして!　8月に国際交流員として札幌国際プラザに着任いたしましたサゾノフ・マキシ

ムと申します。札幌の姉妹都市であるノボシビルスク市の出身です。2004年に高校を卒業して、
シベリア国際関係大学に入りました。専門は日本学です。大学で日本語だけではなく、日本の歴
史、文学、経済も勉強しました。日本に深い興味を持って、大学を卒業してから、ノボシビルス
ク市立「シベリア・北海道」文化センターに就職いたしました。「シベリア・北海道」文化センター
でノボシビルスクと札幌姉妹都市関係の様々な分野で仕事をしました。去年の夏にノボシビルス
クの青年訪問団の団長として初めて札幌に来ました。札幌の市民の方々は訪問団をやさしく受け
入れてくださり、とても感動しました。今回札幌市の国際交流員として皆さんと一緒に札幌とノ
ボシビルスク、日本とロシアの友好関係を深めることに努力したいと思います。みなさん！ロシア、
ノボシビルスクについてご質問があれば、どうぞ、ご遠慮なく、お聞きになってください。よろし
くお願いいたします。

サゾノフ・マキシムさん

交流サロンがさらに利用しやすくなりました

　交流サロンは日本人市民、外国籍市民の方々が気軽に出会
い、交流していくことをサポートするためのスペースです。
この夏から、サロンがより利用しやすくなっておりますので、
ご案内いたします。
　サロンにはインターネット検索ができるパソコンコーナー
がありますが、加えてWi-Fiの利用が出来るようになりました。
Wi-Fi機能（公衆無線LAN機能）を有する機器をお持ちの方でし
たら、どなたでも無料でインターネットに接続することがで
きます。
　また、来館者の皆さんからのご要望もあり、ペットボトル

など、ふたの出来る飲物であればお飲みいただけるようにし
ました。どうぞゆっくりくつろいでサロンをご利用ください。
サロンの入り口にはフローラ
ルアートの皆さんのご協力に
より、週替わりで色鮮やかな
花が展示されています。国際
プラザのホームページでもご
覧いただくことができます。
ぜひ季節ごとのお花をお楽し
み下さい。 交流サロンの様子

札幌国際プラザは今年、設立20周年を迎えました

　平成3年7月31日に財団法人札幌国際プラザを設立（平成23
年に公益財団法人に移行）し、今年20周年を迎えました。
　これまでの20年間、姉妹都市交流（ポートランド市(米)、ミュ
ンヘン市(独)、瀋陽市(中)、ノボシビルスク市(露)、大田広域
市(韓)）や各国を知るセミナー、多言語によるお役立ち情報の
提供、市内NGO等交流団体との連携事業を通して、多様な交
流が生まれる国際都市札幌の実現を目指してまいりました。
　また、世界から人々を呼び込む国際会議など（MICE）を札幌・

北海道に誘致し、集客効果による地域の活性化、発展を目指
してまいりました。
　こうした活動は「ボランティア活動」や来札者への「おもて
なし」など、市民のみなさまの支えがあってのことです。これ
からも、みなさまとともに札幌の発展に尽くすため、「多文化
共生」、「MICE」をキーワードに事業を展開してまいります。
　なお、20周年を記念して、今後さまざまな事業を計画して
おりますので、ご注目ください。

「多文化共生」
国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認めあい、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成
員として共に生きていくことです。

「ＭＩＣＥ」
国際会議や企業の報奨旅行など、多くの集客を見込むことのできるビジネス交流の総称で、Meeting（企業の会議）、
Incentive Travel（企業の報奨旅行）、Convention（国際会議や学会）、Event/Exhibition（イベントや展示会）の頭文
字をとったものです。
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